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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月14日(2008.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２価金属とイオン結合しているカルボキシル基をもつ単位および反応性乳化剤由来の単
位を有する樹脂成分（Ｒ）と、水性媒体とを含有し、この水性媒体中に樹脂成分（Ｒ）が
分散されている樹脂水性分散液を含んでなる水性防汚塗料組成物。
【請求項２】
　前記２価金属が、亜鉛、銅、マグネシウム及びカルシウムからなる群から選ばれる２価
金属である請求項１記載の水性防汚塗料組成物。
【請求項３】
　前記樹脂成分（Ｒ）は、前記の２価金属をもつ単位として、２個の不飽和基を有する２
価金属含有単量体（ａ1）の単位及び下記式（I）で示される２価金属含有単量体（ａ2）
の単位の少なくとも一方を有する請求項１または２のいずれかに記載の水性防汚塗料組成
物。
　ＣＨ2＝Ｃ（Ｒ1）－ＣＯＯ－Ｍ－Ｒ2　　　（I）
（式中、Ｒ1は水素原子またはメチル基、Ｒ2は有機酸残基、ＭはＭｇ、Ｃａ、Ｚｎまたは
Ｃｕを示す）
【請求項４】
　前記の２個の不飽和基を有する２価金属含有単量体（ａ1）が（メタ）アクリル酸２価
金属塩である請求項３に記載の水性防汚塗料組成物。
【請求項５】
　２価金属を含有する単量体（Ａ）と反応性乳化剤と有機溶剤とを含む混合溶液中の重合
性成分を溶液重合し、樹脂成分（Ｒ）を含む樹脂混合物を得る工程と、この樹脂混合物と
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水とを混合して樹脂水性分散液を形成する工程とを有する水性防汚塗料組成物の製造方法
。
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